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■シニア鯖●の入学鯛震や霙学會嗣震がある主な大学

一叫人亭人亭騒費●テザイン嗣究科 漏so■以旦這に「シニア入試」制震
干皿配書人嗅人＇ 遍的・以上対創こ「シニア遍葦」

くでき、遍菫方法もIDlされる．
剛震。通常2年の修集年限を3-4年と畏

瀾切●l;l t対●に「
暉鑽■-(員璽霰冑学科のみ冒・目出）シニア特別遍彎」制震。全学郎で定員10名,iii擢およ

シニア霙零貪鯛慶あり（●璽年層3年）36万円／年（●鑽年隈Sil')24万円／年

●「シニア大学院」刷置
入字峙において瀾52■以上の大学を卒鑽した奮もしくは学士の資格を育す
る奮またはこれに準じる書で名研究科委員会が屁めた者
●「シニア研究生」剛廣
入学時点において大学卒叢饉もしくは字士の学位を11!l得復30年以上を経
た看またはこnに準じる者で、出●する研究科委員会が認めた者
●いすれも●讀・董および口述試麟にて選彎

漏55●じ吐 対●にシニア入学剛震．在学年限を通常の4年闇から5-Bfjcの
●で選択する畏罵●●学生劃廣の利用可艇．
入学金(23万円）全麟が免綜

瀾60■以上を「シニアスチューデント」、50●以上60●未瀾（在学中に瀾
50●に遍する人も対•>を「ブロンズスチューデント」として 「シニアスチュ
ーデ介入試J鯛慶をm。・前iii鱗．およびエントリーシート・出●●讀を
含む●霜•董．

潟50●以上対●の「シニア50+(フィフティプラス）入試J制賓●●類響董お
よび面霧．社会人入試をあわせて名学科10名
学賣のほぼ半・の霙享盆が給付される．

溝50●日 日3創こ「社会人（シニア）」入試鬱J置。定員5名。出願●類（志望
理由●）と薗檀によって響董し、合否を判定する．

瀑 じttlす劇こ「シニア入学特別遇抜U験／シニア●入学特別遇抜駈験」．
iii撞および●類m。
濁60■以上に「社会人入試（シニア対創」制虜。志望還由●と面接。
「社会人入lit学賣遭免J遍用
50●以 卜対●に「シニア世代特別支援AO入lit」o●類響董と面談．
授璽料の印％遭免

潟55●以上対象に「シニア特別選抜」 ●●類●董と口述試験。

シニア授●料漏免嗣震：漏55■以上対象に、年闇75万円を上限に入学年霞
の4月18の年麟x10,ooo円を遭免．
例）漏55●の・合
750ぼ lf'l(蒻碑疇翻）ー550,⑱円（漑●）=200,000円（年疇翻）

作順亭嘱人亭 入学時に55■以上のシニア学生は入学金、授震料等が半麟
噺震
襲漬字墨／

入学時潟60■以上に1111り、入学金ならびに在学期間中の学納金（授震料．施
重鑽システム字襲

設●賣金．霰青充寅賣）を半・免疇

（注）社会人入鼠棒とは病鯛震がある主な大学を褐●●学鶴・学科名の記●がないものは全学饂。年齢制
IIは入学零麿の•1!18峙点。 特記のない場合、暮纂人員は若干名
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子
化
で

18
歳
人
口
が
減
少
す
る

少

中
、
高
校
囁
手
だ
け
で
は
大
学

嘉

細

り
。
い
か
に
「
顧
客
拡
大
」
を
図

る
か
が
、
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
来
て
、
団
塊
世
代
を
中
心
と
す

る
シ
ニ
ア
を
狙
う
大
学
が
増
え
て
い
る
の

も
、
そ
の
た
め
だ
。

「
募
集
広
告
を
見
た
と
き
、
こ
れ
だ
！

と
思
っ
た
」
と
須
藤
憲
一
さ
ん

(59
)
が

語
る
の
は
、
立
教
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大

学
（
以
下
R
S
S
C
)
。
出
顧
資
格
が
原

則
50歳
以
上
と
い
う
シ

ニ
ア
を
対
象
に

し
た
本
格
的
な
生
涯
学
習
鱒
座
だ
。

従
来
の
大
学
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
や
工

ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
い
っ
た
生

涯
学
習
講
座
は
、
い
ず
れ
も
カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ク
ー
ル
の
延
長
で
、
シ
ニ
ア
の
向
学
心

に
応
え
る
も
の
は
少
な
い
。
「
人
生
の
セ

カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
を
ど
、

2
土
き
る
か
。
そ

れ
を
考
え
る
学
び
の
形
や
場
が
必
要
」
と
、

立
教
大
学
馴
総
長
の
笠
原
清
志
教
授
は

R

s
s
c設
立
に
込
め
た
思
い
を
語
る
。

自
身
も
1
9
4
8年
生
ま
れ
の
団
擁
世

大
競
争
時
代
の
私
立
大
学
R

少
子
化
に
負
け
る
な
'
・

狙
い
目
は
「
シ
ニ
ア
と
女
性
」

定
年
退
朧
の
時
期
を
迎
え
た
団
填
世
代
、
再
麒
職
を
目
指
す
女
性
ー
。
大
学
は
「

I」
の
開
拓
に
必
死
だ
。

大
）
」
と
い
っ
た
郷
土
色
が
あ
ふ
れ
る
。

J
T
B事
業
創
造
本
部
嬉
域
ビ
ジ
ネ
ス

事
業
部
の
長
津
明
氏
に
よ
れ
ば
、

06年
の

ス
タ
ー
ト
以
疇
、
年
を
追
う
ご
と
に
大
学

か
ら
の
開
催
オ
フ
ァ
ー
が
増
え
て
い
る
と

い
う
。
ユ
A”
料
は
平
均
13万
円
薗
後
。
利

益
ま
で
は
期
待
で
き
な
い
が
、
蟻
域
の
魅

力
を

P
Rす
る
こ
と
で
学
生
募
集
や
観

光
、
ひ
い
て
は
将
来
的
な
移
住
、

二
地
域

居
住
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
思
惑
が
、
大

学
や
自
治
体
に
は
あ
る
。

講
座
は
2
週
間
。
交
通
費

・
宿
泊
費
を

代

職

縁
で
は
な
い
人
間
関
係
を
作
る
た

ノ
ス
と
、
笠
原
教
授

め
の
新
し
い
キ
ャ
ン
．‘

は
R
S
S
Cを
位
置
づ
け
る
。

ラ
ウ
ン
ジ
で
の
会
顧
も
秦
し
み

塁
婁
は
シ
ニ
ア
生
活
に
直
結

隻
乗
岳
阪
は
1
年

（
本
科
）
で
、
受
講

料
は
年
閏
25万
円
。
別
途
登
録
料
8
万
円

が
必
要
た
が
、
通
常
の
大
学
の
学
費
に
比

べ
れ
ば
負
担
は
少
な
い
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
は

「
超
高
齢
社
会
論
」
「
N
P
o
/
N

G
o
・
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
基
費
編
」

「
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
と
夫
鰻
胃
係

・
織

孟
四
條
」
な
ど
、
シ
ニ

ア
生
活
に
直
結
す

る
実
学
が
並
ぶ
。
全
員
が
ゼ
ミ
に
所
属
し

修
了
報
告
書
を
作
成
す
る
。
学
部
学
生
の

授
業
も
2
科
目
が
履
修
可
能
で
、

「
現
役

膀
に
は
縁
遠
か
っ
た
文
学
な
ど
を
学
ぷ

こ
と
が
楽
し
い
」（
菊地
俊
明
さ
ん

•
6
2)

と
好
評
だ
。

受
鱒
生
専
用
の
ラ
ウ
ン
ジ
が
あ
り
、
講

義
の
黄
後
そ
こ
に
集
ま
る
の
も
楽
し
み
の

ー
つ
。
翫

t
い

"

,

“
を
見
つ
け
た

受
讀
生
か
ら
は
楽
し
く
て
卒
業
し
た
く
な

い
、
留
年
し
た
い
と
い
う
声
も
上
が
る
ほ

ど
。
思
わ
ぬ
反
響
に
苦
笑
し
な
が
ら
笠
原

教
授
は

「将
来
的
に
は
卒
業
後
の
拠
点
と

な
る
N
P
o
な
ど
を
学
内
に
設
立
し
て
い

き
た
い
」
と
今
後
の
展
望
を
語
る
。

経
営
的
に
見
れ
ば
、
ま
だ
麟
し
い
面
も

あ
る
。
立
教
大
で
は
リ
タ
イ
ア
し
た
シ
ニ

ア
の
社
会
参
加
へ
の
支
援
は
、

大
学
の
社

会
貢
献
に
も
つ
な
が
る
と
し
て
、
今
後
も

R
S
S
Cを
継
続
し
て
い
く
考
え
だ
。

J
T
Bと
国
立
大
学
が
共
催
す
る
短
期

滞
在
型
公
開
膿
座
「
シ
ニ
ア
カ
レ

ッ
ジ」

は
、
自
治
体
も
後
援
す
る
産
学
公
連
携
プ

ロ
グ
ラ
ム
だ
。
2
0
0
 8年
の
実
籐
大
学

は
琉
球
大
学
や
信
州
大
学
、

弘
龍
大
学
な

ど
国
内
7
大
学
と
台
湾
大
学
の
計
8
校
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
「
沖
縄
の
サ
ン
ゴ
礁

（
玩
球
大
）
」
、
「
賢
治
童
話
の
世
界
（
岩
手

シ
ニ
ア
の
新
し
い
屠
場
所

一
楽
し
く
て
卒
業
し
た
く
な
い

合
わ
せ
る
と
費
用
は
約
35
万
円
。
そ
れ
で
程
度
の
授
業
料
で
、
論
文
指
導
が
受
け
ら

も
、
リ
ピ
ー
ト
率
は
33
％
と
高
い
。

参
加

れ

る

シ

ス

テ

ム

だ
。
06
年
か
ら
は
本
格
的

者
か
ら
は
「
全
国
に
仲
閏
が
で
き
た
こ
と
に
修
士
に
取
り
組
め
る
「
シ
ニ
ア
大
学
院

を
喜
ぶ
声
が
多
い
」
（
長
尾
氏
）
。
同
窓
会
生
」
制
度
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

が
開
か
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
そ

‘2
た
。

団
塊
世
代
が
高
校
を
卒
業
し
た

60年
代

末
の
大
学
進
学
率
は
18125％
籠
後
。
大

学
で
学
ぴ
た
い
と
い
う
シ
ニ
ア
の
潜
在
ニ

ー
ズ
は
高
い
と
い
え
る
。

だ
が
、
い
き
な
り
大
学

や
大
学
院
に
進
学
す
る

の
は

ハ
ー
ド
ル
が
高

い
。
R
S
S
C
や
シ
ニ

ア
カ
レ

ッ
ジ
が
人
気
を

集
め
る
の
も

―
つ
は
そ

う
し
た
運
由
か
ら
だ
。

と
は
い
え
、
正
課
の

学
部
や
大
学
院
に
も
シ

ニ
ア
入
学
枠
を
設
け
、

修
業
年
限
を
緩
和
し
た

り
奨
学
金
を
支
給
す
る

と
こ
ろ
も
増
え
始
め
た

（表
参
照
）。
東
京
経
済

大
学
で
は

02
年
か
ら

「
シ
ニ

ア
研
究
生
」
制

度
を
実
籠
。
半
年
か
ら

1
年
閏
の
在
学
期
閏

（通
算
3
年
閏
ま
で
纏

紐
可
）
に
正
蜆
の
キ
●

女
子
大
は
亭
婁
生
の

再
就
職
を
支
援

一
方
、
女
子
大
は
卒
業
生
を
中
心
に
女

性
の
再
就
職
支
援
に
乗
り
出
す
こ
と
で
、

新
た
な
云
安
繭
祐
」
に
挑
ん
で
い
る
。

日
本
女
子
大
学
は
、
結
婚
や
出
産
な
ど

で
離
職
中
の
女
性
対
象
の
「
リ
カ
レ
ン
ト

9
．
豆
黛
シ
ス
テ
ム
」
を
07年
度
か

ら
立
ち
上
げ
た
。
修
了
者
に
は
再
統
職
先

の
輯
艇
も
行
う
。
新
卒
で
就
識
し
て
も
3

年
も
す
れ
ば
転
職
や
結
婚
な
ど
で
辞
め
て

し
ま
う
卒
業
生
の
現
状
に
、
事
業
責
任
者

の
ソ
ー
ン
ト
ン
不
破
直
子
教
授
は
、
卒
婁

後
の
就
職
支
援
こ
そ
必
要
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
い
た
と
い
う
。
講
座
は
1
年
間
で

受
講
料
は
14
万
円
。
英
語
と
I
T
リ
テ
ラ

シ
ー
が
必
修
で
、
「キ
ャ
リ
ア
開
発
論
」

「企
登
計
入
門
l

な
ど
を
学
ぶ
。

在
日
米
国
薩
工
会
議
所
の
支
援
も
あ

り
、
3
5
0
件
以
上
の
国
内

・
外
資
系
全

婁
か
ら
求
人
が
集
ま
っ
た
。だ
が
．実
瓢
に

再
鑢
攣
こ
な
る
と
尻
込
み
す
る
人
も
少
な

く
な
い
と
い
う
。
い
か
に
●
く
童
徽
が
肇

ぃ

t
iめ
る
か
が
．今
後
の

9。
ラウンジでの籠らいも鶴力の一つ（立歓大学）
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